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イタヤガイ人工採苗技術の確立をめざし，Iiij年度に引き続き採卵飼育試験を行ったので，以下に

概要を報告する。

材料と方法

iii年から恵曇地先に唾下育成した２年貝155個体，３年貝19個体を用い，昭和63年１月18日から

３月８日にかけ、計11回の採卵試験を行った。使用した個体は，その中でも生ﾘi<〔巣の色調の濃いも

のを選んだ。刺激方法（誘発方法）は，３０～40分のｆ出・ｕｖ海水・鼎ilii反復とした。この他，ｌｊＵ

開による受精の有無についても検討した。

飼育は２回の試験を行い，第１回次は１月22日の産卵誘発で得られた５万個体の幼生を1001角

型アクリル水槽に収容し開始した。飼育は餌科培養用恒温室で３月10日まで行った。餌料はベブロ

バを主体に，キートセラスを少量添hⅡした。投餌量は，飼育水中の餌料密度が１～２万細胞／ccに

なるように与えた。期間中の換水は，開始後４日目と８日目にl／2量行い，浮遊幼生の認められな

くなった16日目以降は２日間に１回程度の割で，ｌ／2髄を換水した。計数は幼生の密度にあわせ，

10～300ccを採水し，ホルマリン添加後行った。浮遊幼生が確認出来なくなってからは，底面から

のサンプリングをサイフォンにより行い，生貝と死貝の割合・殻長を測定した。期間中の水温は，

19～20℃に保った。室内の明るさは，飢量培養の関係から明るく，水槽を黒色ゴースネヅトで覆っ

た。付着基質は，１０×30C"のブルーネット５枚を水面下５cliuに躯下した。

第２回次の試験は３月８日に得られた13.5万個体の幼生を用い，３月29日まで行った。飼育条件

については，第１回次とほぼ同様であるが，換水をやや頻繁にし，２～３日にｌｌＩｊ１の割で1／2量を

入れかえた。換水方法は，１１採水ポリビンの底を抜き，７０鰹ミュラーガーゼで擬ったものを用い

た。

結果及び考察

1．産卵誘発

１月１８日から３月８日までに実施した産卵誘発試験の概要を炎ｌにあらわした。誘発試験は計１１

回，切開による受精卵確保の検討は１回行った。１１回の誘発のうち，６回に反応が見られ，そのう

ち５回の放卵が認められた.しかし，まとまった卵の得られたのは２回であり、他は微量の放卵に
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とどまった。誘発刺激は干出，昇温，ＵＶ海水（紫外線照射海水）による方法を用いたが，特に効

果的と思える方法

は見いだせなかつ 表１産卵誘発結果概要

た。

切開方法による

受精の確認につい

ては，受精卵は得

られるものの，変

形・異常・未熟卵

が多く，正常な受

精卵の量的確保は

困難と考えられ

た。

産卵行動につい

ては，多くの例

刺激方法使用個体数放精放卵備考
（個）（個）（個）

L溌口:iLljjtDL
で，放精後に放卵があると報告されているにかかわらず，放精と放卵を続けて行った個体は無く，

採卵時間の不足，その他条件の不備等が考えられた。この点については〆母貝の熱度についての再

検討が必要と考えられた。

２‘飼育試験

１）第１回次

１月22日の産卵誘発で得られた受精卵（dlz均卵径75ｌｕ）を10’円型パット３ケに収容し，ふ上を

待った。ふ上は受精後24時間ごろから確認され，全ての個体がＤ型幼生に変態したのは，３４時間～

48時間の間であった。この間の水温は17.0℃前後であった。計数した幼生数は約５万個体であり，

ふ上率は４％であった。
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浮遊剛間中の生残，成長を図１に〆山

示した。収容当初から個体数の減少５

が耕しく’２月２７日までに約60％が側４

減少した。体
３

以降の減少は緩やかであった力;，数
２

３月６，７日Iこかけて激減した。こ

の原因は２月４日の底拙除による汚
０

鮫長仏）生

！
殻

長

①

物の舞い上がり，餌料の過多，水質１２４２５２６２７２８四3０３１２１２３４５６７（月日）

の悪化，発眼期の生ＨＩｌ的条件等が考図１浮遊期間中の生残及び成長（第一回次）
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えられた。

成長については，高水温（19～20℃）のためか，受精後１０日で平均148回（120-165α），１５日

で194控（162～228狸）と良く，眼点の出現も１６日目には65％の個体に認められた。

付着期以降の成長については，表２にあらわしたが，２月７日から２月20日までは緩慢であり，
以降急成長を示した。２月２８

日には，水槽壁面に数ケの付 表２付着期以降の成長と生残概要

着稚貝を確認したが，それら

は最終取りあげまで生残した。

最終の取りあげは，３月10

日に行ったが，取りあげた殆

んどの個体が変形であり，交

合部の張り出しが異常であっ

た。今回の幼生飼育に際して

,よ’受精時の状態が確認出来

ないまま飼育を行ったため，
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一般にいわれているrj家受精による弊害かどうかは検討出来なかった。

２）第２回次

経過日数と殻長の関係を図２に'J〈した。生残に関しては，換水llljの幼生の流出が認められるた

め，最終取りあげ時の死殻組成から判断した。その結果は表３にあるように，130～160匹の初期殻

長期に繁死が災１１'し，３月28日（最終）にはブルーネット４枚に対し数個の付清稚貝を確認した

にとどまった。底面，壁面分を合わせても，数十個の生残にすぎなかった。

今回の試験では，飼育途中か
Ｘ

らチグリオプスﾉｳ:出現し，最終

的に'よ無数のチグリオプスが確

認された。個

第２回次の試験を第１回次と体

比較すると，生残率が直線的で数

あり、他の貝類の飼育でもある

ように．初期の減耗が後々まで

影轡していることがうかがえ
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図２浮遊期間''１の生残及び成長
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この原因についても，水質悪化によるものか，生まれつ

いての活力の弱さによるものか，不明のままであった。

以上，２例の飼育試験概要を紹介したが，

限られた条件下での飼育であり，量産化への手がかりと

はならないものの，水温20℃前後の飼育により，３週間

で付着までこぎつけられることが確認され，人工採苗に

おける集中管理期間の短縮が可能と考えられた。

残された問題点は枚挙にいとまがないが、今後一つ一

表３ 死殻殻長範囲と割合

殻長範囲（｣u）
１００～ｌＯｋｉ

ｌＯ５～１０９
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つ解明していく必要があるだろう。
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